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日本磁器誕生・有田焼創業400年事業実行委員会 
株式会社三越伊勢丹ホールディングス 

400年 有田の魅力展 
9月30日（水）～10月5日（月） 

日本橋三越本店 本館7階 催物会場 

日本で初めて磁器が焼かれた佐賀県有田町。その歴史は今から約400年前の1616年に始まります。400年間
培われてきた匠の技と伝統の美、そして今もなお、革新を続ける有田焼。その魅力を「400年 有田の魅力展」で
ご堪能ください。 

現代有田の名匠作品展 

2016年は日本磁器誕生・有田焼創業400年 
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江戸時代から現代にいたる「各時代のヒット商品」約100点を特別展示 

日本の陶磁器文化に多大な影響を与えてきた有田焼400年の歴史を、佐賀県

立九州陶磁文化館 鈴田由紀夫館長、有田町歴史民俗資料館 尾﨑葉子

館長の監修のもと展示します。 

有田400年の歴史展示 

人間国宝から有田陶芸協会所属の陶芸作家の匠の技による約150点の作品を展示・販売 

重要無形文化財保持者（人間国宝）から有田陶芸協会所属の陶芸作家まで、優れた技術を輩出してきた有田

焼400年の匠の技による、現代有田を代表する優品をご紹介します。 

有田焼工房再現＆ワークショップ 

有田焼の工房を再現！ 

有田の名窯より選抜された熟練の職人や伝統工芸士が、会期中毎日、ろくろ成形・

下絵付け・上絵付けの実演を行い、匠の技で有田焼の製造工程をお見せします。 

実演時間 各日①午前11時～正午 ②午後1時～午後2時30分          

③午後3時～4時30分 (※最終日は午後1時の回で終了） 

有田焼上絵付けワークショップ 

伝統工芸士の指導のもとで、お客さま参加による上絵付けワークショップを開催。屋上に特別に設置した窯で焼成して

後日お渡し。参加費2,700円 会期9月30日（水）～10月4日（日）①午前11時～ ②午後2時～（各回8名さま） 

井上萬二                 
白磁菊彫文鶴首花瓶      

径31.0cm×高36.0ｃｍ 

2,160,000円 

中島 宏           
青磁彫文壷         
径28.5cm×高30.0ｃｍ 

2,160,000円 

十四代今泉今右衛門       
色絵薄墨墨はじき四季花文花瓶 

径25.1cm×高29.8ｃｍ 

1,944,000円 

十五代酒井田柿右衛門     
濁手椿文皿              

径35.8cm×高5.8ｃｍ 

864,000円 

上絵付け 



有田を代表する名窯による代表作品や特別企画品などを展示・販売 

400年特別 コレクション 

本展の開催を記念して、前日9月29日（火）午後4時30分よりプレスプレビューを開催いたします。有田町長や、人間国宝の井上

萬二氏によるご挨拶の後、会場の見どころをミニツアー形式でご紹介し、佐賀牛をはじめ、有田鶏や佐賀の野菜を有田焼の器で 

お召し上がりただくおもてなしもご用意いたします。中村清吾氏によるろくろの実演、柿右衛門窯・今右衛門窯の職人による絵付

けの実演もご覧いただけます。ご取材いただける際は、お手数ですが別紙にて9月28日(月）までにＦＡＸでご返信くださいませ。 

今右衛門窯  色鍋島今右衛門技術保存会特集 

Café ARITA カップ＆ソーサー400選  

有田焼「400年」にちなみ有田の名窯をは

じめとする窯元、有田陶芸協会所属の陶

芸作家、伊万里・有田焼伝統工芸士会

所属の伝統工芸士による「400種類」を越

えるカップ＆ソーサーを展示・販売。各種

2,160円～ 

有田焼名窯特集 

おてしょ皿（手塩皿）コレクション 
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柿右衛門窯  歴史・時代をたどる作品特集 

江戸期より370年にわたり
鍋島藩窯、色鍋島の伝
統を今に受け継ぐ今右衛
門窯。高い品格を持つ色
絵磁器として、赤・黄・緑
の上絵付けの調合と技法
は今右衛門家に一子相
伝の秘法として伝えられ、
現在は国の重要無形文
化財保持団体として認定
を受けています。 

1640年に日本で初
めて磁器の上絵付
けを完成させ、国内
はもとより広くヨーロッ
パの国々に運ばれた
柿右衛門様式の磁
器。初代の赤絵創
始から数えて約370
年、その技術と精神
は現在の15代へと引
き継がれています。 

深川製磁  
1900年パリ万博で華ひらいた
明治意匠コレクション 

香蘭社  
クラシックコレクション、
万華鏡・万年筆特集 

源右衛門窯 
精密描法による古伊万里
様式美コレクション 

スクエアプレートコレクション 
11の窯元が共同の型を使用し、

各窯の個性を生かして作成した

大（22ｃｍ）中（17ｃｍ）小（12ｃ

ｍ）の3サイズのスクエアプレート18

種類を展示・販売。大（各種

3,996円～）中（各種2,376円～）

小（各種1,296円～） 

江戸時代の有田焼が体系的に収集され佐

賀県立九州陶磁文化館に寄贈された「柴

田夫妻コレクション」の中から4寸（約11ｃｍ）

ほどの大きさに技術の粋を凝らした「おてしょ

皿」13種類の形状を再現し新たなオリジナル

として展示・販売。各種950円～ 


